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ューラー製)を用いてアルミナ (3 ， 1, 0.3μm) 水溶液またはダイヤモンド (1μm) 懸濁液で粗















































組織の記録には 35mm 及びデジタルカメラを用い、倍率を数種類 (x20'"'-' x 1000) 変えて撮影
した。なお、本機にはポラロイドカメラも装備されているが、今回は使用しなかった。
4. 金属製品の顕微鏡組織
















ナイタノレ被 硝酸 2cc，エチルアルコール 98cc 炭素鋼3合金鋼，鋳鉄
王水 硝酸 40cc，塩酸 60cc ステンレス鋼
グラード液 塩化第 2 鉄 6 g ，塩酸 19cc，水 75cc 銅及びその合金
ケラー液 弗酸 8cc，硝酸 30cc，塩酸 30cc，水 32cc アルミニウム及びその合金
弗酸水溶液 弗酸 5cc 水 95cc アルミニウム合金
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れ、これは面心立方晶の金属組織に現れる特徴的なものである。オーステナイトは γ 鉄が炭素を固









(1) 六角ボルト 50μ 血 (2) ヤスリ 25μ 皿
(3) カッター 25μm (4) スプーン 50μm 
(5) 機械部品 125μm (6) 五徳(表面層) 25μ 皿
写真 1 金属製品の顕微鏡組織 (1)
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(7) 五徳(内部) 25μm (8) 六角ナット 50μm 
(9) 五円硬貨 50μm (10) 十円硬貨 25μm 
(11) 平板素材 25μm (12) スイッチ 25μm 
(13) 純鉄 50μm (14) 刃物用地金 50μm 









Cu60/Zn40 黄銅の焼鈍し組織である。 (8) と同様に α相と 0 相から成っており、焼鈍しによる双










表 1 には含まれていないが、純度 99.9%の工業用純鉄を示しておく。
フェライトがほとんどで、黒くみえるパーライトがわずかに存在している。これに炭素が加わる
とそれにつれてパーライト組織が増え、 0.8%C でフェライトがなくなりパーライトのみとなる。し
たがって、組織中に占めるパーライトの割合をみれば、その炭素量を推定することができる。フェ
ライト組織にいくぶん濃淡があるが、これは表面に現れている結品の方位が異なるためである。
(14) 刃物用地金
タケフナイフピレッジ(武生市)で卒業研究の一環として製作したものを参考として示した。写真
の上側は刃部のための炭素工具鋼でパーライト組織であり、下側は本体用の低炭素鋼でブェライト
がほとんどである。これらを“火造り"によって接合したもので、中央にみえる黒い点は“沸かし
付け"に用いたブラックスである。炭素の拡散によってパーライトが低炭素鋼側にも現れている。
5. まとめ
身近にある金属製品で顕微鏡組織標本を作製した。紙面の都合で全ての製品の組織を示すことは
できなかったが、全体として良好な顕微鏡組織を現出することができた。それらは比較的多くの種
類の材料からできており、一般的な金属材料の標本として利用できるものと思われる。
今後の課題としては、標本のX線分析等による材料組成の解明、硬さ・ヤング率等の機械的性質
の測定がある。また、熱処理による金属組織の変化を系統的に示すことも重要な点である。
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